
平成 2４年度 平成 2５年度

〇 分からない言葉に出会ったとき，常に辞書を引いて言葉の意味を確かめる習慣を付けさせま

しょう。

〇 使おうとする言葉と類義語などを比較させ，より適切な言葉はないか生徒自身に検討させま

しょう。

〇 推薦図書リストを作成するなどして，生徒が自分から本を読みたくなるための指導をしましょ
う。

○ 「お父さんが，ろうそくに（ ）を付けた。」「田中さんが，会議の（ ）を切った。」「その時，

鉄砲から（ ）がこぼれた。」など，複数の文を並べて比較させ，「口火」が最もあてはまる文を

選ばせたり，自分が使ってみたい言葉を書きためさせたりすることも有効です。（「平成 21 年度

全国学力・学習状況調査 中学校 の結果を踏まえた授業アイディア例」《国立教育政策研究所》参照。）

○ ある慣用句を学習する際に，似た意味の慣用句や，同じ動詞を使った慣用句（自腹を切る，

手を切る，しらを切る など）を集めるなどして慣用句への理解を深めましょう。

更に

誤答ア 【31.2％】

「点火」「火薬」については，間違いであると判断

できるが，『口火を切る』という慣用句を知らないた

め，火種を選んだと考えられる。

主な解答例 割合（％）

○ エ 54.5

× ア 31.2

× イ 8.7

× ウ 4.8

－ 無解答 0.7

■ 同一問題

平成 20 年度全国学力・学習状況調査 国語Ａ６三オ

広島県 54.9％（全国 54.7％）
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○ 新出漢字は，音，訓，熟語の意味

等について辞書を活用し学習させる。

○ 辞書を活用した学習活動の課題も

家庭で取り組ませる。

◆ この事例以外にも，成果を上げている学校の取組として，次のような指導があります。

意味調べをする際に，すぐに調べるの

ではなく，文脈から「どういう意味だと

思うか」を自分で考えさせ，仮説を立て

た後に実際に辞書で調べさせる。

ポイント

○ 常に机上に辞書を用意させてお

き，自主的に活用させる。

教師が指示しなくても，生徒自身
が必要に応じて辞書を引く習慣を付
けることが大切です。

そのためには，辞書を引くよさを生
徒に伝えるとともに，初めのうちは自
主的に辞書を活用している生徒を教
師が見つけ，意識的に評価するな
ど，継続した指導が必要です。

生徒が自主的に辞書を活

用しています。

いつも机上には辞書が置いてあり…

なるほど
こういう
意味か。

意図的な辞書活用指導 日常的な辞書活用指導

仮説と意味が違えば印象に残りやすく

なると思いました。（生徒の振り返りより）

仮
説
辞
書

漢字学習と合わせて熟語の意味調べをすること
で語彙が増え，辞書を引く習慣が身に付きます。

意図的な指導を丁寧に繰り返すことが大切です。

生徒のノート例



平成 2４年度 平成 2５年度

○ これまでの「基礎・基本」定着状況調査報告書（平成21年度～平成23年度）で示したポイント

等を確認しましょう。

・文章全体を読んであらすじをとらえる。 ・心情に変化を与えた出来事を明確にさせる。

・心情が表れている表現（直接表現，間接表現）を教える。 ・読み取ったことを個人でまとめさせ，生

徒同士で交流させる。 ・交流した後個人でまとめさせる。 ・関連する作品を読ませる。 等

○ 教材文をしっかり生徒に読ませましょう。
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年度 通過率（％） 無解答率（％）

平成 25 年度 65.2 12.5

平成 24 年度 57.1 6.0

平成 23 年度 27.5 17.3

平成 22 年度 51.4 12.0

主な解答例 割合（％）

○
もう周りの人に流されず，自分で考えて自
分だけの答えを出す

65.2

× 直前の言葉を否定するだけの解答 6.9

× 「旅人として生きていく」という内容 2.1

× 「～生き方」につながっていない 2.6

－ 無解答 12.5

更に

○ 授業の中で，いつも一部の生徒の発表や，グループ発表だけで終わっていると，個々の生徒が思考・判

断・表現しなくても済んでしまい，無解答になることも考えられます。個々の生徒がしっかり考え，表現する必

要のある言語活動を単元を貫いて設定しましょう。

その際，設定した言語活動が単元で付けたい力にふさわしいかどうかの吟味が必要です。（教師自身が教

材研究としてその言語活動を行ってみると，本当に付けたい力を付けることにつながるかが見えてきます。）



○ 過去の「基礎・基本」定着状況調査報告書で示したポイントを基に，「心情が

表れている表現（直接表現，間接表現）」を生徒に三つの視点で示し，情報を整

理させる。

○ 整理した情報を基に，叙述に基づいて主人公の心情を説明する文章を書かせ

る。

（単元の主な流れ）

○ 文章全体の構成・展開を捉えさせる。

○ 場面の移り変わり，人物の心情を表現していることばを手がかりにさせ，状況や心

情の変化を考えさせる。

○ 読み取った心情や人柄を続きの文として表現させる。

ポイント

単元を貫く言語活動

読み取った主人公
の心情を小学校５
年生に分かりやす
く説明しよう。

ポイント

単元を貫く言語活動

最後の文章の続き
を書いて，少年の
父親に対する心情
を表現しよう。

再度個人で見直す。

単元の見通しをもつ。

心情を読み取るために
・大まかな物語の展開
・主人公を取り巻く環境
・主人公の人柄
という三つの視点で情報を
整理させる。
主人公の心情を想像する。

主人公の心情を説明する
文章を書く。

観点に沿って交流する。

続きの文を書くため
に，文章全体から登
場人物の心情，人
柄を読み取る必然
性が出てきます。

生徒のノート

父親の様子
を表す叙述
から，父親
の心情を読
み取る。

文章全体から少年
の心情を想像し，
主人公の言動の
意味を考える。

生徒のワークシート
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整理した情報を基
に，主人公の言動
の意味を考える。

三つの視点で情報
を整理させる。

心情を読み取る視点を明
確に生徒に示すことで，生
徒自身が課題解決的に学
習していくことができます。


